
株式会社STIフードホールディングス
証券コード　2932

第６回
定時株主総会
招集ご通知

開催日時

開催場所

2023年３月24日（金曜日）
午前10時（受付開始：午前９時30分）

東京都千代田区丸の内一丁目７番12号
サピアタワー　５階
ステーションコンファレンス東京

決議事項

議案　取締役９名選任の件

＜新型コロナウイルスに関するお知らせ＞
・新型コロナウイルス感染防止の観点から、本株主総
会につきましては、極力、書面による事前の議決権
行使をいただき、株主様の健康状態にかかわらず、
株主総会の当日のご来場をお控えいただくよう何卒
お願い申しあげます。
・会場内は座席間隔を十分にとった配置となり、状況
によってはご入場を制限させていただく場合がござ
います。また、会場入口においてマスクの着用・手
指等のアルコール消毒へのご協力をお願いする場合
がございます。何卒ご理解賜りますようお願い申し
あげます。
・株主総会当日までの感染拡大の状況や政府等の発表
内容等により対応を更新する場合がございます。イ
ンターネット上の当社ウェブサイト
(https://www.stifoods-hd.com/)より、発信情報
をご確認いただきますよう、併せてお願い申しあげ
ます。



証券コード　2932
（発送日）2023年３月６日

（電子提供措置の開始日）2023年３月３日
株　主　各　位

東京都港区南青山一丁目15番14号
株式会社ＳＴＩフードホールディングス
代表取締役社長 十 見  裕

第６回定時株主総会招集ご通知

拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第６回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申しあげます。

　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）につい
て電子提供措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、以下
のウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い申しあげます。

　当社ウェブサイト https://www.stifoods-hd.com/ja/ir/
（上記ウェブサイトにアクセスいただき、「株主総会」を選択いただき、ご確認ください。）

　また、電子提供措置事項は、当社ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）のウェブサイトに
も掲載しておりますので、以下よりご確認ください。

　東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show
（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「コード」に当社証券コード「2932」を入力・検
索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通
知/株主総会資料」欄よりご確認ください。）

　株主の皆さまにおかれましては、新型コロナウイルス感染防止の観点から極力、書面により事前の
議決権行使をいただき、株主の皆さまの安全と健康を最優先に、株主総会当日のご来場をお控えいた
だきますよう何卒お願い申しあげます。なお、当日ご出席されない場合は、書面により議決権行使す
ることができますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書
用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2023年３月23日（木曜日）午後６時までに到着するよ
うご返送くださいますようお願い申しあげます。

敬　具
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■１ 日　　時 2023年３月24日（金曜日）午前10時
■２ 場　　所 東京都千代田区丸の内一丁目７番12号

サピアタワー　５階
ステーションコンファレンス東京
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

■３ 目的事項 報告事項 １. 第６期（2022年１月１日から2022年12月31日まで）事業報
告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書
類監査結果報告の件

２. 第６期（2022年１月１日から2022年12月31日まで）計算書
類報告の件

決議事項 議案　取締役９名選任の件
■4 招集にあたっての

決定事項（議決権
行使についてのご
案内）

１. 書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、議
案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものとしてお取
り扱いいたします。

２. 代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有する他の株主の方１
名を代理人として株主総会にご出席いただけます。ただし、代理権を証明
する書面のご提出が必要となりますのでご了承ください。

記

以　上

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお
願い申しあげます。

◎電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の当社ウェブサイト及び 東証ウ
ェブサイトにおいて、その旨、修正前及び修正後の事項を掲載いたします。

◎書面交付請求をいただいた株主様には、電子提供措置事項を記載した書面をあわせてお送りいたし
ますが、当該書面は、法令及び当社定款第17条の規定に基づき、次に掲げる事項を除いておりま
す。

① 連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」「連結注記表」
② 計算書類の「株主資本等変動計算書」「個別注記表」

したがいまして、当該書面に記載している事業報告、連結計算書類及び計算書類は、会計監査人が
会計監査報告を、監査役が監査報告を作成するに際して監査をした対象書類の一部であります。
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議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆さまの大切な権利です。
後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願
い申しあげます。
議決権を行使する方法は、以下の２つの方法がございます。

株主総会に
ご出席される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

同封の議決権行使書用紙を会場受付
にご提出ください。

同封の議決権行使書用紙に議案に対
する賛否をご表示のうえ、ご返送く
ださい。

日　時 行使期限

2023年3月24日（金曜日）
午前10時（受付開始：午前9時30分）

2023年3月23日（木曜日）
午後6時到着分まで

議決権行使書用紙のご記入方法のご案内
こちらに議案の賛否をご記入ください。

議案

◦ 全員賛成の場合 「賛」の欄に〇印
◦ 全員反対する場合 「否」の欄に〇印
◦ 一部の候補者を反対する場合

「賛」の欄に〇印をし、
反対する候補者の番号をご記入ください。

議 決 権 行 使 書
株主番号

御中
　○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

1. ○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○

3.

4.

○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○

2.

お　願　い
議決権行使個数 個

○年○月○日

株式会社○○○○

株式会社○○○○

○○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○
○○○○○○○
株式会社○○○○

 

※議決権行使書用紙はイメージです。
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議　案 取締役９名選任の件

候補者番号 氏　名 当社における地位

1 じ ゅ う

十
み

見　
 

　
ゆ た か

裕 代表取締役社長CEO 再 任
　

2 や な ぎ

柳
さ わ

澤
 

　
し げ

重
ふ さ

英 取締役副社長執行役員COO 再 任
　

３ の

野
だ

田
 

　
か ず

和
や

哉 取締役専務執行役員 再 任
　

4 や ま

山
ざ き

﨑
 

　
け い

敬
す け

介 取締役常務執行役員 再 任
　

５ た か

髙
は し

橋　
 

　
さ と し

敏 取締役常務執行役員 再 任
　

6 う え

上
ひ ら

平
 

　
こ う

光
い ち

一 社外取締役 再 任 社 外 独 立
　

７ く わ

桑
や ま

山
 

　
た か

貴
ひ ろ

洋 ― 新 任 社 外 独 立
　

８ D o u g l a s  C .  H o w l a n d

ﾀﾞｸﾞﾗｽ　ﾊｳﾗﾝﾄﾞ 社外取締役 再 任 社 外 独 立
　

９ や す

安
ま

間　
か

香
お

和
り

里 ― 新 任 社 外 独 立
　

再 任 再任取締役候補者 新 任 新任取締役候補者 社 外 社外取締役候補者 独 立 証券取引所の定めに基づく独立役員

株主総会参考書類

　取締役全員（８名）は、本定時株主総会終結の時をもって任期満了となります。
　つきましては、経営体制の強化を図るため取締役１名を増員することとし、取締役９名の選任をお
　願いしたいと存じます。
　取締役候補者は、次のとおりであります。
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候補者番号

1 じ ゅ う

十
み

見
 

　
 

　
ゆ た か

裕 （1953年９月25日）

所有する当社の株式数 …………………720,000株
在任年数 …………………………………………６年
取締役会出席状況 …………………………14/14回

　
再 任

　

［略歴、当社における地位及び担当］
    1978年    4 月 伊藤忠アパレル㈱（現 伊藤忠商

事㈱）入社
    1988年    12月 新東京インターナショナル㈱設立 

代表取締役社長
    1997年    4 月 STI AMERICA Inc. 設立 代表取

締役社長
    2000年    3 月 STI CHILE S.A. 設立 代表取締役

社長（現任）
    2001年    9 月 STI AMERICA Inc. 代表取締役会

長（現任）
    2001年    12月 ㈱クオ（2003年２月に㈱スティ

フに商号変更後、2013年３月に
解散）設立 代表取締役会長

    2002年    10月 同社 代表取締役社長
    2003年    12月 ㈱新東京エナック（現㈱ＳＴＩエ

ナック）設立 代表取締役社長
    2006年    1 月 ㈱新東京フード（現㈱ＳＴＩフー

ド）設立 代表取締役社長
    2010年    9 月 エス・ティー・アイ㈱（新東京イ

ンターナショナル㈱を㈱極洋の子
会社であるエス・ティー・アイ㈱
に事業譲渡）執行役員社長

    2013年    4 月 ㈱新東京フード（エス・ティー・
アイ㈱を吸収合併）代表取締役社
長

    2015年    10月 三洋食品㈱（現㈱ＳＴＩミヤギ）
設立 代表取締役社長

    2017年    3 月 ㈱新東京エナック（現㈱ＳＴＩエ
ナック）代表取締役会長

    2017年    11月 当社設立代表取締役社長
    2018年    3 月 ㈱新東京フード（現㈱ＳＴＩフー

ド）代表取締役会長
    2018年    8 月 ㈱新東京デリカ（現㈱ＳＴＩデリ

カ）設立 代表取締役社長
2019年    1 月 同社代表取締役会長
2019年    3 月 三洋食品㈱（現㈱ＳＴＩミヤギ）

代表取締役会長
2020年    6 月 ㈱ヤマトミ（現㈱ＳＴＩミヤギ） 

代表取締役社長
2021年    3 月 当 社 代 表 取 締 役 社 長CEO（ 現

任）

［重要な兼職の状況］
㈱ＳＴＩフード　取締役
㈱ＳＴＩデリカ　取締役
㈱ＳＴＩエナック　取締役
㈱ＳＴＩサンヨー　取締役
㈱ＳＴＩミヤギ　取締役
ＳＴＩ AMERICA Inc.　代表取締役会長

取締役候補者とした理由
1988年、当社の前身である新東京インターナショナル株式会社を設立し、以降当社グループ全体の経
営の指揮を執り、水産食材につよい食品メーカーとして、独創的な商品を開発し、また、新鮮な「海の
恵み」という価値を、全プロセスにおいて最大化するサプライチェーンを構築するなど、当社グループ
全体の企業価値の向上に貢献しております。今後も、同氏が持つ創業者としての理念と強力なリーダー
シップにより、当社グループ全体の更なる成長と企業価値の向上に貢献ができると判断し、引き続き取
締役候補者といたしました。
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候補者番号

2 や な ぎ

柳
さ わ

澤
 

　
し げ

重
ふ さ

英 （1956年２月６日）

所有する当社の株式数 ……………………6,100株
在任年数 …………………………………………６年
取締役会出席状況 …………………………14/14回

　
再 任

　

［略歴、当社における地位及び担当］
    1979年    4 月 日綿實業㈱（現 双日㈱）入社
    2001年    4 月 ニチメンフーズ㈱ （現 双日㈱）

取締役
    2003年    8 月 新東京インターナショナル㈱ 専

務取締役
    2010年    9 月 エス・ティー・アイ㈱（新東京イ

ンターナショナル㈱を㈱極洋の子
会社であるエス・ティー・アイ㈱
に事業譲渡）へ転籍

    2013年    4 月 ㈱新東京フード（エス・ティー・
アイ㈱を吸収合併）取締役

    2017年    11月 当社設立 取締役
    2018年    1 月 当社（㈱新東京フードとの株式交

換及び同社の一部事業を吸収分割
し事業持株会社となる） 取締役
副社長執行役員事業本部長

    2018年    3 月 当社代表取締役副社長執行役員事
業本部長

    2019年    3 月 当社取締役副社長執行役員事業本
部長

    2020年    4 月 当社取締役副社長執行役員事業統
括本部長

    2021年    3 月 当社取締役副社長執行役員COO
兼ＳＴＩ事業本部長

    2022年    3 月 ㈱ＳＴＩミヤギ代表取締役会長
2022年４月 当社取締役副社長執行役員COO

事業統括本部長兼ＳＴＩカンパニ
ー長（現任）

    2023年    2 月 ㈱ＳＴＩミヤギ代表取締役（現
任）

［重要な兼職の状況］
㈱ＳＴＩフード　取締役
㈱ＳＴＩデリカ　取締役
㈱ＳＴＩエナック　取締役
㈱ＳＴＩサンヨー　取締役
㈱ＳＴＩミヤギ　代表取締役
ＳＴＩ AMERICA Inc.　取締役

取締役候補者とした理由
2003年、当社の前身である新東京インターナショナル株式会社の取締役に就任して以来、当社グルー
プ事業を牽引するとともに、当社設立以降は取締役副社長として、当社グループの成長に貢献しており
ます。当社グループの経営全般の知見を有しており、今後も更なる成長と企業価値の向上に貢献ができ
ると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。
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候補者番号

３ の

野
だ

田
 

　
か ず

和
や

哉 （1957年1月8日）

所有する当社の株式数 ……………………2,500株
在任年数 …………………………………………1年
取締役会出席状況 …………………………10/10回

　
再 任

　

［略歴、当社における地位及び担当］
    1980年    4 月 阪和興業㈱大阪本社入社
    1987年    10月 HANWA AMERICAN CORP.

SEATTLE BRANCH
    2000年    4 月 阪和興業㈱東京本社食品部長
    2006年    4 月 同社大阪本社食品部長
    2011年    4 月 同社東京本社東京・大阪食品担当

理事
    2014年    7 月 同社理事兼本間水産㈱代表取締役

    2017年    3 月 ㈱新東京エナック（現㈱ＳＴＩエ
ナック）代表取締役社長

    2021年    3 月 当社常務執行役員西日本デイリー
事業統括兼業務本部長
㈱ＳＴＩエナック代表取締役会長
（現任）

    2022年    3 月 当社取締役常務執行役員西日本デ
イリー事業統括兼業務本部長

    2023年    2 月 当社取締役専務執行役員西日本デ
イリー事業統括兼業務本部長（現
任）

［重要な兼職の状況］
㈱ＳＴＩエナック　代表取締役会長

取締役候補者とした理由
大手商社の食品部門における水産資源調達に関する豊富な経験・知見を有しており、事業会社の経営等
で培った企業経営に関する高い見識からも、当社グループ全体の更なる成長と企業価値の向上に貢献が
できると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

　（注）野田和哉氏の取締役会出席回数は、2022年3月25日就任以降に開催された取締役会を対象
としております。

－ 7 －



候補者番号

４ や ま

山
ざ き

﨑
 

　
け い

敬
す け

介 （1973年５月１日）

所有する当社の株式数 ……………………3,400株
在任年数 …………………………………………３年
取締役会出席状況 …………………………14/14回

　
再 任

　

［略歴、当社における地位及び担当］
    1996年    4 月 新東京インターナショナル㈱入社
    1999年    4 月 ㈱マコト
    2014年    6 月 ㈱新東京フード
    2015年    6 月 同社執行役員
    2017年    3 月 同社取締役執行役員
    2017年    11月 当社取締役
    2018年    3 月 ㈱新東京フード（現㈱ＳＴＩフー

ド）代表取締役社長
    2018年    10月 ㈱新東京デリカ（現㈱ＳＴＩデリ

カ）取締役
    2019年    7 月 同社代表取締役社長

    2021年    3 月 当社取締役常務執行役員東日本デ
イリー事業統括兼Ｒ＆Ｄ本部長
㈱ＳＴＩフード代表取締役会長
㈱ＳＴＩデリカ代表取締役会長

    2022年    3 月 ㈱ＳＴＩデリカ代表取締役社長
（現任）

    2023年    1 月 当社取締役常務執行役員東日本デ
イリー事業統括（現任）

    2023年    2 月 ㈱ＳＴＩフード取締役（現任）

［重要な兼職の状況］
㈱ＳＴＩフード　取締役
㈱ＳＴＩデリカ　代表取締役社長

取締役候補者とした理由
当社設立時の取締役であり、その後、グループ各社の代表取締役を歴任、当社グループの製造・開発部
門を牽引し、グループの成長に寄与してまいりました。今後も製造・開発部門の要として、当社グルー
プ全体の更なる成長と企業価値の向上に貢献ができると判断し、引き続き取締役候補者といたしまし
た。

　（注）山﨑敬介氏の取締役在任年数は、過去における合計を記載しております。
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候補者番号

５ た か

髙
は し

橋
 

　
 

　
さ と し

敏 （1965年６月18日）

所有する当社の株式数 ……………………2,200株
在任年数 …………………………………………４年
取締役会出席状況 …………………………14/14回

　
再 任

　

［略歴、当社における地位及び担当］
    1984年    4 月 凸版印刷㈱ 入社
    1990年    10月 税理士金田正彦事務所
    2000年    6 月 らでぃっしゅぼーや㈱（現 オイ

シックス・ラ・大地㈱）
    2009年    6 月 ㈱市川環境エンジニアリング
    2010年    10月 セノー㈱
    2014年    4 月 同社管理部部長代行
    2015年    2 月 ㈱新東京フード入社 財務経理部

長

    2017年    4 月 同社執行役員財務経理部長
    2018年    1 月 当社（㈱新東京フードとの株式交

換及び同社の一部事業を吸収分割
し事業持株会社となる）執行役員
財務経理部長

    2019年    3 月 当社取締役執行役員財務本部長
2021年    3 月 当社取締役常務執行役員財務本部

長（現任）

［重要な兼職の状況］
㈱ＳＴＩフード　取締役
㈱ＳＴＩデリカ　取締役
㈱ＳＴＩエナック　取締役
㈱ＳＴＩサンヨー　取締役
㈱ＳＴＩミヤギ　取締役

取締役候補者とした理由
当社設立時の執行役員財務経理部長であり、その後取締役財務本部長として、当社グループの財務・経
理面の充実に貢献し、当社グループの経営全般及び管理・運営業務の知見を有し、当社グループ全体の
更なる成長と企業価値の向上に貢献ができると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。
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候補者番号

６ う え

上
ひ ら

平
 

　
こ う

光
い ち

一 （1956年４月14日）

所有する当社の株式数 ……………………1,300株
在任年数 …………………………………………5年
取締役会出席状況 …………………………14/14回

　
再 任

社 外

独 立
　

［略歴、当社における地位及び担当］
    1979年    4 月 監査法人中央会計事務所 入所
    1987年    10月 上平光一公認会計士・税理士事務

所開設 所長（現任）
    2015年    12月 ㈱タックスネットワーク代表取締

役（現任）

    2018年    10月 当社社外取締役（現任）
    2019年    6 月 スタンレー電気㈱社外監査役（現

任）

［重要な兼職の状況］
㈱タックスネットワーク　代表取締役
スタンレー電気㈱　社外監査役

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
公認会計士・税理士として財務及び会計に関する豊富な知見を有し、事業会社の代表取締役も兼任して
いることから、社外取締役として当社の重要な事項の決定及び経営執行の監督に十分な役割を果たすこ
とが期待できると判断し、引き続き社外取締役候補者といたしました。

　
候補者番号

７ く わ

桑
や ま

山
 

　
た か

貴
ひ ろ

洋 （1970年１月17日）

所有する当社の株式数 …………………………０株
在任年数 …………………………………………０年
取締役会出席状況 ……………………………… - 回

　
新 任

社 外

独 立
　

［略歴、当社における地位及び担当］
    1990年    10月 ㈱桑山貴金属入社（現㈱桑山）
    1995年    4 月 KUWAYAMA EUROPE N.V.社

長
    2000年    9 月 ㈱桑山海外事業担当部長
    2001年    4 月 同社第三営業部長
    2001年    6 月 同社取締役第三営業部長

    2003年    4 月 同社専務取締役
    2009年    6 月 同社代表取締役社長（現任）

［重要な兼職の状況］
㈱桑山　代表取締役社長

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
グローバルに事業展開する上場企業の代表取締役としての経営経験があり、消費財業界における豊富な
経験・知見を有していることから、当社グループ全体の事業展開に関する助言・提言を期待するととも
に、企業経営者の視点から当社取締役会機能の強化及び経営の監視体制の確立に貢献できると判断し、
新任社外取締役候補者といたしました。
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候補者番号

８ D o u g l a s  C .  H o w l a n d

ダグラス ハウランド（1959年8月22日）

所有する当社の株式数  400株
在任年数……………………1年
取締役会出席状況 …10/10回

　
再 任

社 外

独 立
　

［略歴、当社における地位及び担当］
    1985年    7 月 MORGAN STANLEY入社
    1989年    5 月 GOLDMAN SACHS LONDON
    1995年    5 月 DEUTSCHE BANK HONGKONG

LONDON JAPAN
    2007年    12月 JPMORGAN JAPAN

    2018年    4 月 ソフトバンク㈱
    2020年    4 月 日本コンピュータビジョン㈱

マネージャー（現任）
    2022年    3 月 当社社外取締役（現任）

［重要な兼職の状況］
日本コンピュータビジョン㈱　マネージャー

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
世界的金融グループにおける、投資家としての幅広い見識と事業構築経験及び多様性を活かし、海外戦
略を含む事業展開に関する助言・提言を期待するとともに、当社グループの今後の更なる成長に貢献が
できると判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

　

候補者番号

９ や す

安
ま

間　
か

香
お

和
り

里 （1971年５月9日）

所有する当社の株式数 …………………０株
在任年数 …………………………………０年
取締役会出席状況 ……………………… - 回

　
新 任

社 外

独 立
　

［略歴、当社における地位及び担当］
    1995年    4 月 ヤスマ㈱入社
    2001年    9 月 マスコットフーズ㈱取締役
    2012年    4 月 ヤスマ㈱監査役
    2012年    11月 マスコットフーズ㈱代表取締役

    2014年    7 月 ヤスマ㈱取締役
    2017年    10月 同社代表取締役

［重要な兼職の状況］
該当事項はありません。

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
企業経営者としての豊富な経験と幅広い知識、特にヤスマ株式会社における代表取締役としての経験を
通じた、食品製造業領域に関する深い知見・マーケティングに関する高い見識に期待するとともに、当
社グループの事業展開に関して、専門的かつ客観的な視点から有益な助言・指導により貢献できるもの
と判断し、新任社外取締役候補者といたしました。

　

（注）ダグラスハウランド氏の取締役会出席回数は、2022年3月25日就任以降に開催された取締
役会を対象としております。
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（注）１．各取締役候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
２．上平光一氏、桑山貴洋氏、ダグラスハウランド氏、安間香和里氏は、社外取締役候補者であります。
３．当社は、上平光一氏及びダグラスハウランド氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法

第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任
の限度額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額としており、上平光一氏及びダグラスハ
ウランド氏の再任が承認された場合は、両氏との当該契約を継続する予定であります。また、桑山貴
洋氏及び安間香和里氏の選任が承認された場合には、同様の責任限定契約を締結する予定でありま
す。

４．当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約（D＆Ｏ保険）について、
2022年12月の取締役会で承認され、2023年1月1日付で保険会社との間で契約を締結しておりま
す。当該保険契約の被保険者の範囲はグループ全役員と当社の執行役員であり、被保険者は保険料を
負担しておりません。当該保険契約により被保険者の職務の執行に関して責任を負うこと、又は、当
該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害が填補されることとなります。
ただし、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、法令違反の行為であること
を認識して行った行為に起因して生じた損害の場合には填補の対象としないこととしております。ま
た、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。

５．当社は、上平光一氏及びダグラスハウランド氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け
出ております。両氏が再任された場合は、当社は引き続き両氏を独立役員とする予定であります。ま
た、桑山貴洋氏及び安間香和里氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として要件を満たして
おり、独立役員として届け出る予定であります。
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氏名 当社における
地位 企業経営 財務会計 法務・

ガバナンス 製造・開発 営業・
マーケティング 多様性

十見　　裕 代表取締役 ● ● ● ● ●

柳澤　重英 取締役 ● ● ●

野田　和哉 取締役 ● ● ● ●

山﨑　敬介 取締役 ● ● ●

髙橋　　敏 取締役 ● ●

上平　光一 社外取締役 ● ● ●

桑山　貴洋 社外取締役 ● ● ● ●
ダグラス
ハウランド 社外取締役 ● ● ●

安間　香和里 社外取締役 ● ● ●

小川　　隆 常勤監査役 ● ●

塚本　幸一 監査役 ● ● ●

河野　淳二 社外監査役 ● ● ● ● ●

渡邉　定義 社外監査役 ● ● ● ●

（ご参考）
本定時株主総会後における取締役及び監査役のスキル・マトリックス

（注）上記一覧は、関連部門に所属した経験を有するなど特に専門性が高い分野について「●」としており、各
　　　人の有する全ての知見や経験を表すものではありません。

以　上
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１ 企業集団の現況

事業報告
（2022年１月１日から2022年12月31日まで）

⑴　当連結会計年度の事業の状況
①　事業の経過及び成果

　当連結会計年度におけるわが国経済は、依然として新型コロナウイルス感染症の流行が続
いているものの、行動制限の緩和や堅調な企業収益により景気は持ち直しの動きが見られま
した。一方では、ウクライナ情勢や資源価格の高騰、急激な為替の変動など、世界的に不安
定な状況が続きました。個人消費につきましては、政府や自治体による旅行支援策などによ
り外出の機会が増加し、サービス消費を中心に持ち直しの動きが見られたものの、エネルギ
ー、日用品、食品等幅広い分野に及ぶ価格上昇による消費の低迷が懸念され、景気の先行き
は依然として不透明な状況が続いております。
　食品業界におきましても原材料や資材価格が高止まりしており、対策として複数回に及ぶ
値上げや商品規格の見直しが実施されております。一方で賃金の上昇を伴わないインフレの
進行により消費者の購買行動における低価格志向は依然根強く、自宅内消費を引き締める傾
向が強まっております。
　このような環境の中、当社グループは「持続可能な原材料・製造への取り組み」「フード
ロスの削減への取り組み」「環境への配慮」「原料調達から製造・販売まで一貫した垂直統
合型の展開」「健康志向と魚文化を重視した中食への取り組み」を基本方針に掲げ、中長期
的な企業価値向上と持続的な成長の実現に取り組むとともに、新型コロナウイルス感染症対
策の徹底など、食品メーカーとして消費者と従業員の安全と安心のために、安定した製造・
供給を継続すべく、当社グループ全体で社会的に重要な使命の遂行に取り組んでまいりまし
た。
　販売面では、食品販売におきまして、値上げにより焼き魚の主力商品が一時的に販売数量
を落とす場面もありましたが、良品製造の徹底を通じて新たな購入者やリピーターを獲得
し、結果として販売個数を伸ばすことができました。また、第２四半期後半からカップサラ
ダを中心に新商品を連続的に投入してきたことによりデイリー食品の売上が増加しました。
その他にも大手ECサイトamazonでの缶詰、冷凍惣菜の販売開始や台湾セブン-イレブンへ
の輸出開始など、新たな販路の拡大に取り組みました。食材販売におきましては、原材料価
格上昇への対応として、製品への高い評価を前提としたフェアな交渉を行い、販売価格を引
き上げたことにより売上を伸ばしております。この結果、当連結会計年度における売上高
は、27,567百万円（前連結会計年度比5.0％増）となりました。
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　損益面では、商品のリニューアルを伴った値上げや新商品の連続投入を実施したものの、
原材料価格の高止まりや資材価格高騰の影響により、当連結会計年度における営業利益は
1,488百万円（前連結会計年度比13.6％減）、経常利益は1,528百万円（前連結会計年
度比12.4％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は1,006百万円（前連結会計年度比
9.4％減）となりました。
　なお、当社グループは食品製造販売事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記
載はしておりません。

②　設備投資の状況
　当連結会計年度中において実施いたしました当社グループの設備投資の総額は894百万円
で、その主なものは次のとおりであります。
イ．当連結会計年度中に完成した主要設備

当社　　　　　　　　　　　　　　工場土地購入
株式会社ＳＴＩデリカ　　　　　　排水処理施設工事
株式会社ＳＴＩエナック　　　　　包装ライン設備工事
株式会社ＳＴＩミヤギ　　　　　　事務所改装工事

ロ．当連結会計年度において継続中の主要設備の新設、拡充
当社　　　　　　　　　　　　　　基幹システムの自社開発

③　資金調達の状況
　厳しい経営環境が続く中、十分な手元資金を維持しております。
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区 分 第３期
(2019年12月期)

第４期
(2020年12月期)

第５期
(2021年12月期)

第６期
(当連結会計年度)
(2022年12月期)

売 上 高(百万円) 20,644 23,062 26,264 27,567

経 常 利 益(百万円) 591 1,276 1,745 1,528

親 会 社 株 主 に 帰 属
す る 当 期 純 利 益(百万円) 456 832 1,110 1,006

１株当たり当期純利益 (円) 91.20 162.65  199.95 174.17

総 資 産(百万円) 9,200 11,324  12,777 13,806

純 資 産(百万円) 1,959 3,566  5,440 6,202

１株当たり純資産額 (円) 389.02 648.84  945.73 1,046.51

⑵　直前３事業年度の財産及び損益の状況
①　企業集団の財産及び損益の状況

（注）１．第４期より連結計算書類を作成しております。第３期については金融商品取引法に基づいて作成した
連結財務諸表の数値を参考情報として記載しております。

　　　２．当社は、2020年６月30日付で普通株式１株につき５株の株式分割を行っておりますが、第３期の期
首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定してお
ります。

　　　３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の
期首から適用しております。当連結会計年度【当事業年度】に係る各数値については、当該会計基準
等を適用した後の数値となっております。
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区 分 第３期
(2019年12月期)

第４期
(2020年12月期)

第５期
(2021年12月期)

第６期
(当事業年度)

(2022年12月期)

売 上 高(百万円) 9,086 8,355  9,507 10,941

経 常 利 益(百万円) 354 434 1,005 1,382

当 期 純 利 益(百万円) 346 423 916 1,198

１株当たり当期純利益 (円) 69.30 82.65  164.99 207.54

総 資 産(百万円) 5,312 6,632 7,731 8,536

純 資 産(百万円) 1,306 2,534 4,207 5,146

１株当たり純資産額 (円) 261.25 461.12 731.25 868.33

②　当社の財産及び損益の状況

（注）１．当社は、2020年６月30日付で普通株式１株につき５株の株式分割を行っておりますが、第３期の期
首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定してお
ります。

　　　２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の
期首から適用しております。当連結会計年度【当事業年度】に係る各数値については、当該会計基準
等を適用した後の数値となっております。
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会 社 名 資 本 金 当社の議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

株 式 会 社 Ｓ Ｔ Ｉ フ ー ド 100百万円 100.0％ 惣菜の製造・販売

株 式 会 社 Ｓ Ｔ Ｉ デ リ カ 10百万円 100.0% 惣菜の製造・販売

株 式 会 社 Ｓ Ｔ Ｉ エ ナ ッ ク 10百万円 100.0% 惣菜・食材（水産品）の製造・販売

株 式 会 社 Ｓ Ｔ Ｉ サ ン ヨ ー 30百万円 100.0% 缶詰・ペットフードの製造・販売

株 式 会 社 Ｓ Ｔ Ｉ ミ ヤ ギ 30百万円 100.0% 缶詰・惣菜・食材（水産品）の製造・
販売

S T I  A M E R I C A  I n c . 77,000米ドル 100.0% 食材（水産品）の輸出等

⑶　重要な親会社及び子会社の状況
①　親会社の状況

　該当事項はありません。
②　重要な子会社の状況
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⑷　対処すべき課題
　当社グループをとりまく環境は、国内における少子高齢化の進行により社会構造変化が進む
とともに、新型コロナウイルス感染症の流行が社会経済活動に与えた影響から、そのライフス
タイルや価値観が多様化している状況に加え、世界においては、国際紛争や異常気象による天
然資源、食料等の不足が深刻化していると考えられます。
　このような環境の中、”食”の安全・安心に対する要請はさらに高まるとともに、引き続き中
食市場の成長が、食品市場を牽引するものと考えており、当社グループでは、この中食市場に
おける惣菜の中でも特に水産素材へのニーズは高まっていくものと認識しております。一般的
に魚を素材とする調理は、その下処理や魚臭、焼成煙、調理器具の後片付けの手間などもあり
家庭では敬遠されやすいものでありますが、近年の健康志向等を背景に、ヘルシーで栄養価の
高い魚（例えば、DHAやEPAなどの不飽和脂肪酸を多く含む青魚等）はその価値をあらため
て見直されております。一方で、市場における魚を素材とする惣菜商品は少ないため、「簡便
性」「即食性」「美味しさ」「ヘルシー感」「値ごろ感」を兼ね備えた魚を素材とした惣菜商
品への需要は、今後も高まる傾向にあります。
　また、足元における新型コロナウイルス感染症の流行や急激な為替変動などの市場環境の変
化への柔軟な対応を含め、食品メーカーとして消費者と従業員の安全と安心のために、安定し
た製造・供給を継続すべく、当社グループ全体で食品メーカーとして社会的に重要な使命の遂
行に努めております。
　このような状況のもと、当社グループは、中長期的な企業価値向上と持続的な成長の実現に
向けて以下のことに取り組んでまいります。
①　新規商品の開発、生産体制の増強、販路の拡大について

　今後も継続的な成長を見込むためには、開発・生産・販売それぞれの拡充が重要である
と考えております。
　中食への更なる取り組みとして市場においてニーズの高い水産素材による惣菜の開発、
フードロス・廃棄削減への取り組みとして新技術による鮮度延長や冷凍食品開発への注
力、健康志向への取り組みとして余分な添加物を含まない商品開発等、新たな商品の開発
を目指しております。
　また、市場における需要の高まりや多様化するニーズへの対応に加え、既存工場から遠
隔地域への出荷量増加に伴う物流費の上昇などにも対応すべく、滋賀県に新工場の建設用
地を取得いたしました。新設工場とともに既存工場における生産ラインの拡充も併せて推
進してまいります。
　販路拡大につきましては、既存得意先を通じた顧客ニーズの深耕を図ることによる展開
地域・商品の拡大に加え、当社グループの方針と合致する新たなパートナーの探求による
国内外における新市場の開拓、さらには当社グループとして直接顧客への販売ができる体
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制の構築を目指しております。また、北米を中心に海外市場の調査を実施しており、将来
的な海外展開拡大の礎の構築に努めてまいります。

②　人材の確保・育成について
　事業部門においては、商品の差別化を図るための独自技術の開発や、これを活かした新
商品開発の推進、開発業務層の拡充を図るための開発営業担当など、優秀な人材の確保を
図ってまいります。
　さらに、コーポレートガバナンス体制の更なる充実のため、当社グループ管理部門の人
材強化を図ってまいります。
　また、将来にわたる成長力、収益力強化のために、人材育成も不可欠と考えており、社
内研修プログラムや福利厚生制度、人事制度などの充実に努めてまいります。

③　安全・安心を追求した品質管理
　当社グループは食品メーカーとしての社会的責任を果たすため、品質管理体制をより強
化してまいります。具体的には、CO₂を排出しない冷凍機の導入等、環境に配慮した製造
設備の改善を継続するとともに、原材料の調達から製造・販売に至るまでの各プロセスに
おけるトレーサビリティの更なる充実を図ってまいります。

④　内部管理体制の強化
　当社グループは成長段階にあり、業務運営の効率化やリスクマネジメントのための内部
管理体制の強化が重要な課題であると認識しております。このため、業務改善を推進して
効率化を図るとともに、事業等のリスクを適切に把握・対処し、コンプライアンスを重視
した経営管理体制に重点をおくことで、経営の公平性や透明性を確保し、内部管理体制の
強化に取り組んでまいります。

製 品 分 類 主 な 事 業 内 容

食 品 主にコンビニエンスストア向け水産惣菜の製造・販売、水産原材料を使った缶
詰・レトルト製品等の製造・販売

食 材 主にコンビニエンスストア向けおにぎり・弁当・パスタ・サラダ等に使用され
る水産食材を、食材商社等を通じてデイリー惣菜メーカー向けに製造・販売

⑸　主要な事業内容（2022年12月31日現在）
　当社グループは、水産原料素材の調達から製造・販売までを一貫して行う水産原材料に強い
食品メーカーとして、食品製造販売事業を主たる事業としております。なお、当社グループは
食品製造販売事業の単一セグメントであり、セグメント情報を記載していないことから、以
下、当社グループの管理上の区分をベースに主要な製品分類とその内容を記載いたします。
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本 社 東京都港区

株 式 会 社 Ｓ Ｔ Ｉ フ ー ド 本社（東京都港区）、船橋工場（千葉県船橋市）

株 式 会 社 Ｓ Ｔ Ｉ デ リ カ 本社（東京都港区）、白岡工場（埼玉県白岡市）

株式会社ＳＴＩエナック 本社（東京都港区）、福岡工場（福岡県糸島市）

株式会社ＳＴＩサンヨー 本社（東京都港区）、焼津事業部・SPF事業部（静岡県焼津市）

株 式 会 社 Ｓ Ｔ Ｉ ミ ヤ ギ 本社（宮城県石巻市）、石巻事業部・ヤマトミ事業部（宮城県石巻市）

S T I  A M E R I C A  I n c . 本社（アメリカ合衆国ワシントン州シアトル）

⑹　主要な営業所及び工場（2022年12月31日現在）
①　当社

②　子会社
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事 業 区 分 使 用 人 数 前連結会計年度末比増減

食 品 製 造 販 売 事 業 283（885）名 2名減（36名増）

合 計 283（885）名 2名減（36名増）

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

95（2）名 8名増（3名減） 42.9歳 4.0年

⑺　使用人の状況（2022年12月31日現在）
①　企業集団の使用人の状況

（注）使用人数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの
出向者を含む。）であり、臨時雇用者数（派遣社員を除く。）は、最近１年間の平均人数（１日８時間換
算）を（　）内に外数で記載しております。

②　当社の使用人の状況

（注）使用人数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時
雇用者数（派遣社員を除く。）は、最近１年間の平均人員（１日８時間換算）を（　）内に外数で記載し
ております。

借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 り そ な 銀 行 ５５１百万円

株 式 会 社 商 工 組 合 中 央 金 庫 ３２０百万円

株 式 会 社 静 岡 銀 行 ５７百万円

⑻　主要な借入先の状況（2022年12月31日現在）

⑼　その他企業集団の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。
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２ 会社の現況

①　発行可能株式総数 20,000,000株

②　発行済株式総数 5,926,300株

③　株主数 10,110名

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株 式 会 社 十 見 1,980千株 33.41％

十 見 　 裕 720千株 12.15％

株 式 会 社 極 洋 500千株 8.44％

株 式 会 社 セ ブ ン - イ レ ブ ン ・ ジ ャ パ ン 500千株 8.44％

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 258千株 4.36％

株 式 会 社 キ ャ メ ル 珈 琲 100千株 1.69％

株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行 （ 信 託 口 ） 80千株 1.36％
BNYM SA／NV FOR BNYM FOR BNYM 
G C M  C L I E N T  A C C T S  M  I L M  F E 32千株 0.55％

木 元 　 千 尋 30千株 0.51％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 28千株 0.48％

⑴　株式の状況（2022年12月31日現在）

（注）ストックオプションの行使により、発行済株式の総数は173,400株増加しております。

④　大株主

（注）持株数上位10名を示しております。なお、持株比率は発行済株式の総数から自己株式（99株）を除いて
計算しております。
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発行決議日 2018年12月27日

新株予約権の数 30,000個

新株予約権の目的となる株式の種類及び数 普通株式　150,000株
（新株予約権１個につき５株）

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり320円
新株予約権の行使に際して株式を発行す
る場合における株式の発行価格及び資本
組入額

発行価格　　320円
資本組入額　160円

新株予約権の行使期間 2021年４月１日から2028年12月26日まで

新株予約権の行使条件

① 新株予約権者は、新株予約権の権利行使時においても、当社又
は子会社・関連会社の取締役及び従業員であることを要しま
す。ただし、定年退職、その他正当な理由があると取締役会が
認めた場合は、この限りではありません。

② 新株予約権は相続できないものとし、新株予約権者の相続人に
よる新株予約権の行使は認めません。

③ 新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点
における発行可能株式総数を超過することとなるときは、当該
新株予約権の行使を行うことはできません。

④ 各新株予約権１個未満の行使を行うことはできません。
⑤ 新株予約権者は、行使期間にかかわらず、当社の普通株式がい
ずれかの金融商品取引所に上場した場合に限り、当該上場期間
中、当該新株予約権の行使を行うことができます。

⑥ 本新株予約権の目的である当社の普通株式が東京証券取引所市
場第一部に上場した場合に限り、本新株予約権を行使すること
ができます。但し、東京証券取引所の有価証券上場規程の改訂
等により市場第一部指定基準が変更となり、または市場第一部
との名称の市場が存在しなくなるなどした場合には、2019年
１月１日現在の東京証券取引所有価証券上場規程に定める一部
指定基準（形式要件）を当社が満たした場合、本新株予約権を
行使することができます。

⑵　新株予約権等の状況
①　当事業年度の末日において当社役員が保有している職務執行の対価として交付した
　　新株予約権の状況

イ．第１回新株予約権
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新株予約権の行使条件

⑦ 新株予約権の割当を受けた者（以下、「新株予約権者」とい
う。）は、2020年12月期から2024年12月期までのいずれか
の期の当社連結損益計算書における経常利益が、1,300百万円
を超過した場合にのみ新株予約権を行使することができます。
なお、国際財務報告基準の適用、決算期の変更等により参照す
べき項目の概念に重要な変更があった場合には、別途参照すべ
き指標を当社取締役会にて定めるものとします。

新株予約権の役員の保有状況 取締役（社外取締役を除く） ４名 9,920個
監査役 １名 880個

（注）１. 社外取締役には第１回新株予約権を付与しておりません。
２．第１回新株予約権の数30,000個のうち、権利行使により4,800個、退職等により2,400個分の権利
が減少しております。

３. 2020年６月16日開催の取締役会決議により、2020年６月30日をもって１株につき５株の割合をも
って株式分割を行っております。
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発行決議日 2018年12月27日

新株予約権の数 50,000個

新株予約権の目的となる株式の種類及び数 普通株式　250,000株
（新株予約権１個につき５株）

新株予約権の行使時の払込金額 １株当たり320円
新株予約権の行使に際して株式を発行す
る場合における株式の発行価格及び資本
組入額

発行価格　　321円
資本組入額　160.5円

新株予約権の行使期間 2021年４月１日から2028年12月26日まで

新株予約権の行使条件

① 新株予約権の割当を受けた者（以下、「受託者」という。）
は、新株予約権を行使することができず、かつ、本要項に別段
の定めがある場合を除き、受託者より新株予約権の付与を受け
た者（以下、「新株予約権者」という。）のみが新株予約権を
行使できることとします。

② 本新株予約権の目的である当社の普通株式が東京証券取引所市
場第一部に上場した場合に限り、本新株予約権を行使すること
ができます。但し、東京証券取引所の有価証券上場規程の改訂
等により市場第一部指定基準が変更となり、または市場第一部
との名称の市場が存在しなくなるなどした場合には、2019年
１月１日現在の東京証券取引所有価証券上場規程に定める一部
指定基準（形式要件）を当社が満たした場合、本新株予約権を
行使することができます。

③ 新株予約権者は、2020年12月期から2024年12月期までのい
ずれかの期の当社連結損益計算書における経常利益が、1,300
百万円を超過した場合にのみ新株予約権を行使することができ
ます。なお、国際財務報告基準の適用、決算期の変更等により
参照すべき項目の概念に重要な変更があった場合には、別途参
照すべき指標を当社取締役会にて定めるものとします。

④ 新株予約権者は、新株予約権の割当日から行使期間の満了日ま
でにおいて次に掲げる各事由が生じた場合には、残存するすべ
ての新株予約権を行使することができないものとします。
(a)行使価額に80％を乗じた価格（１円未満切り上げ）を下回
る価格を対価とする当社普通株式の発行等が行われた場合
（払込金額が会社法第199条第３項・同第200条第２項に定
める「特に有利な金額である場合」を除く。）。

(b)新株予約権の目的である当社普通株式が日本国内のいずれの
金融商品取引所にも上場されていない場合、行使価額に
80％を乗じた価格（１円未満切り上げ）を下回る価格を対
価とする売買その他の取引が行われたとき（当該取引時点に
おける株式価値よりも著しく低いと認められる価格で取引が
行われた場合を除く。）。

ロ．第３回新株予約権
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新株予約権の行使条件

(c)新株予約権の目的である当社普通株式が日本国内のいずれか
の金融商品取引所に上場された場合以降、当該金融商品取引
所における当社普通株式の普通取引の終値が、行使価額に
80％を乗じた価格（１円未満切り上げ）を下回る価格とな
ったとき。

(d)新株予約権の目的である当社普通株式が日本国内のいずれの
金融商品取引所にも上場されていない場合、DCF（ディスカ
ウント・キャッシュ・フロー）法並びに類似会社比較法等の
方法により評価された株式評価額が行使価額に80％を乗じ
た価格（１円未満切り上げ）を下回ったとき。

⑤ 新株予約権者は、新株予約権を行使する時まで継続して、当社
又は当社の子会社・関連会社の取締役及び従業員であることを
要します。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正
当な理由があると当社取締役会が認めた場合は、この限りでは
ありません。

⑥ 新株予約権者の相続人による新株予約権の行使は認めません。
⑦ 新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点
における発行可能株式総数を超過することとなるときは、当該
新株予約権の行使を行うことはできません。

⑧ 新株予約権１個未満の行使を行うことはできません。

新株予約権の役員の保有状況
取締役（社外取締役を除く） 4名 4,740個
社外取締役 2名 2,080個
監査役 1名 100個

（注）１. 第３回新株予約権の数50,000個のうち、権利行使により9,880個、退職等により6,260個分の権利
が減少しております。

２. 2020年６月16日開催の取締役会決議により、2020年６月30日をもって１株につき５株の割合をも
って株式分割を行っております。

②　当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
該当事項はありません。

③　その他新株予約権等に関する重要な事項
該当事項はありません。
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会社における地位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 十 見 　 裕

CEO
㈱ＳＴＩフード　取締役
㈱ＳＴＩデリカ　取締役
㈱ＳＴＩエナック　取締役
㈱ＳＴＩサンヨー　取締役
㈱ＳＴＩミヤギ　取締役
STI AMERICA Inc. 代表取締役

取 締 役 副 社 長 柳 澤 重 英

COO　兼事業統括本部長兼ＳＴＩカンパニー長
㈱ＳＴＩフード　取締役
㈱ＳＴＩデリカ　取締役
㈱ＳＴＩエナック　取締役
㈱ＳＴＩサンヨー　取締役
㈱ＳＴＩミヤギ　代表取締役
STI AMERICA Inc. 取締役

取 締 役 髙 橋 　 敏

常務執行役員財務本部長
㈱ＳＴＩフード　取締役
㈱ＳＴＩデリカ　取締役
㈱ＳＴＩエナック　取締役
㈱ＳＴＩサンヨー　取締役
㈱ＳＴＩミヤギ　取締役

取 締 役 山 﨑 　 敬 介
常務執行役員東日本デイリー事業統括兼R&D本部長
㈱ＳＴＩフード　代表取締役
㈱ＳＴＩデリカ　代表取締役

取 締 役 野 田 　 和 哉 常務執行役員西日本デイリー事業統括兼業務本部長
㈱ＳＴＩエナック　代表取締役

⑶　会社役員の状況
①　取締役及び監査役の状況（2022年12月31日現在）
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会社における地位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

取 締 役 相 原 信 雄 ㈱桑山　相談役

取 締 役 上 平 光 一 ㈱タックスネットワーク　代表取締役
スタンレー電気㈱　社外監査役

取 締 役 ダグラスハウランド 日本コンピュータビジョン㈱　マネージャー

常 勤 監 査 役 小 川 隆 ㈱ＳＴＩサンヨー　監査役
㈱ＳＴＩミヤギ　監査役

監 査 役 塚 本 幸 一 －

監 査 役 河 野 淳 二 －

監 査 役 渡 邉 定 義
渡邉定義税理士事務所　所長
湘南信用金庫　非常勤監事
ＦＩＧ㈱　取締役（監査等委員）

（注）１. 取締役相原信雄氏、取締役上平光一氏及びダグラスハウランド氏は、社外取締役であります。
２. 監査役河野淳二氏及び監査役渡邉定義氏は、社外監査役であります。
３. 社外取締役上平光一氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を

有しております。
４. 社外監査役渡邉定義氏は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有し

ております。
５. 当社は、社外取締役相原信雄氏、上平光一氏及びダグラスハウランド氏、社外監査役河野淳二氏及び

渡邉定義氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。
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② 責任限定契約の内容の概要
　当社と各社外取締役及び常勤監査役以外の各監査役は、会社法第427条第１項の規定に基
づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が定める額としております。

③ 役員等賠償責任保険契約の内容の概要等
当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約（D＆O保険）に

ついて、2021年12月の取締役会で承認され、2022年1月1日付で保険会社との間で契約を
締結しております。当該保険契約の被保険者の範囲はグループ全役員と当社の執行役員であ
り、被保険者は保険料を負担しておりません。当該保険契約により被保険者の職務の執行に
関して責任を負うこと、又は、当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずること
のある損害が填補されることとなります。

ただし、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、法令違反の行為
であることを認識して行った行為に起因して生じた損害の場合には填補の対象としないこと
としております。

④ 取締役及び監査役の報酬等
イ. 役員報酬等の内容の決定に関する方針等

当社は、2021年2月25日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容にか
かる決定方針を決議しております。当該取締役会の決議に際しては、あらかじめ決議する内
容について指名報酬諮問委員会へ諮問し、答申を受けております。
　また、取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬等の内容の
決定方法及び決定された報酬等の内容が当該決定方針と整合していることや、指名報酬諮問
委員会からの答申が尊重されていることを確認しており、当該決定方針に沿うものであると
判断しております。
　取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針の内容は次のとおりです。
１.業績指標に連動しない金銭報酬（いわゆる固定報酬）の算定方法の決定に関する方針

当社役員に対する従前の処遇の水準を踏まえつつ、役位、役職、職責、担当業務、経歴、
在籍年数をベースに業績や中長期的視点に基づく成長への貢献度等を加味し、他社水準や従
業員給与の水準も総合的に勘案して決するものとする。
２.業績指標に連動する報酬の算定方法の決定に関する方針

当社の現況においては業績を追及するのみならず上場企業として安定した経営を定着させ
るべき必要があることを踏まえつつ、役員の企業価値向上に向けた意識の醸成については設
定済の新株予約権信託及び役員株式累積投資制度によって一定程度実現できることから、当
面は導入しないものとし、今後、諸状況に応じて適宜検討するものする。
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区 分 報酬等の総額
報 酬 等 の 種 類 別 の 総 額 対 象 と な る

役 員 の 員 数基 本 報 酬 業績連動報酬等 非金銭報酬等
取 締 役
（ う ち 社 外 取 締 役 ）

256百万円
（8）

256百万円
（8） － － 8名

（3）
監 査 役
（ う ち 社 外 監 査 役 ）

22百万円
（9）

22百万円
（9） － － 4名

（2）
合 計
（ う ち 社 外 役 員 ）

278百万円
（17）

278百万円
（17） － － 12名

（5）

３.非金銭報酬に関する方針
　当面導入しないものとする。
４.報酬の種類毎の割合に関する方針
　上記のとおり金銭報酬のみとすることから、設定しないものとする。
５.報酬等を与える時期または条件の決定に関する方針
　年俸制として、これを１２分し、各月に支給するものとする。
６.取締役の個人別の報酬等の内容についての決定の委任に関する方針
　代表取締役社長に対して、任意の指名報酬諮問委員会の答申に従う範囲内にて個人別の具
体的な報酬額を決定する権限を委任するものとし、事前に代表取締役社長から当該委員会に
対して個人別の具体的な報酬額の案を提示して当該委員会の意見を得た上で、代表取締役社
長は当該委員会の答申に従って決定することとし、かつ、代表取締役社長は報酬額の決定後
に改めて当該委員会に対し報告をするものとする。（当該委員会は代表取締役社長十見裕
氏、独立役員である社外取締役相原信雄氏及び上平光一氏の計３名）なお、会社業績や事業
環境、各取締役の執務状況を踏まえて具体的金額を決定するには代表取締役社長が最も適任
であると判断しており、また当該委員会が具体的な金額を確認するなどして適正な運用を担
保する。
７. 取締役の個人別の報酬等の内容についての決定に関する重要な事項
　当社の取締役の報酬は、中長期的な企業価値の向上を図ることを目的として、短期的な業
績結果によって報酬を変動させるのではなく、各役位や職責に応じた一定の報酬基準とする
ことを基礎とするものとする。

ロ. 当事業年度に係る報酬等の総額

（注）１. 取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
２. 取締役の報酬限度額は、2018年３月30日開催の第１回定時株主総会において、年額300百万円以内

（ただし、使用人分給与は含まない。）と決議いただいております。当該株主総会終結時点の取締役
の員数は４名（うち社外取締役は１名）です。
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出 席 状 況 、 発 言 状 況 及 び 社 外 取 締 役 に
期 待 さ れ る 役 割 に 関 し て 行 っ た 職 務 の 概 要

取締役 相 原 信 雄
当事業年度に開催された取締役会14回のすべてに出席いたしました。
出席した取締役会において、会社経営者としての豊富な経験と幅広い見
識に基づき、経営全般の観点から適宜発言を行っており、意思決定の妥
当性・適正性を確保するための適切な役割を果たしております。

取締役 上 平 光 一
当事業年度に開催された取締役会14回のすべてに出席いたしました。
出席した取締役会において、公認会計士としての専門的見地から、取締
役会において適宜発言を行っており、意思決定の妥当性・適正性を確保
するための適切な役割を果たしております。

取締役 ダグラスハウランド
当事業年度就任以降に開催された取締役会10回のすべてに出席いたし
ました。出席した取締役会において、グローバルな金融業界での経験に
基づき適宜発言を行っており、意思決定の妥当性・適正性を確保するた
めの適切な役割を果たしております。

監査役 河 野 淳 二
当事業年度に開催された取締役会14回、監査役会13回のすべてに出席
いたしました。出席した取締役会及び監査役会において、管理・監査部
門における豊富な経験と幅広い知見により、事業運営における適正性を
確保するための発言を行っております。

監査役 渡 邉 定 義

当事業年度に開催された取締役会14回、監査役会13回のすべてに出席
いたしました。出席した取締役会及び監査役会において、税理士として
の専門的見地から、取締役会において、取締役会の意思決定の妥当性・
適正性を確保するための発言を行っております。また、監査役会におい
て当社の財務・会計について適宜、必要な発言を行っております。

３. 監査役の報酬限度額は、2018年３月30日開催の第１回定時株主総会において、年額30百万円以内
と決議いただいております。当該株主総会終結時点の監査役の員数は１名です。

⑤　社外役員に関する事項
イ. 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

・取締役相原信雄氏は、株式会社桑山の相談役であります。当社と兼職先との間には特別の
関係はありません。

・取締役上平光一氏は、スタンレー電気株式会社の社外監査役及び株式会社タックスネット
ワークの代表取締役であります。当社と各兼職先との間には特別の関係はありません。

・取締役ダグラスハウランド氏は、日本コンピュータビジョン株式会社のマネージャーであ
ります。当社と兼職先との間には特別の関係はありません。

・監査役渡邉定義氏は、渡邉定義税理士事務所所長、湘南信用金庫非常勤監事及びＦＩＧ株
式会社の取締役（監査等委員）であります。当社と各兼職先との間には特別の関係はあり
ません。

ロ. 当事業年度における主な活動状況
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報 酬 等 の 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 ３３百万円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 ３３百万円

⑷　会計監査人の状況
①　名称　　　　　　　　　　仰星監査法人

②　報酬等の額

（注）１.当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基
づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当
事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２. 監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算
出根拠などが適切であるかどうかについて必要な検証を行ったうえで、会計監査人の報酬
等の額について同意の判断をいたしました。

３. 当社及び当社の国内連結子会社は、当社の会計監査人と同一のネットワークに属する仰星
税理士法人に対して、非監査業務（税務アドバイザリー業務等）に基づく報酬を支払って
います。

４. 当社は、当社の会計監査人と同一のネットワークに属する仰星コンサルティング株式会社
に対して、財務報告に係る内部統制等の文書化支援業務に基づく報酬を支払っています。

③　会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場
合は、株主総会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたしま
す。
　また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認
められる場合は、監査役全員の同意に基づき会計監査人を解任いたします。この場合、監査
役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解
任した旨と解任の理由を報告いたします。
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３ 業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況
⑴　業務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要

　取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務
の適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。
① 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制

　当社は会社の「ミッション」「社是」「行動指針」を定め、これらを企業活動の前提と
することを当社グループの役職員に徹底します。
　コンプライアンスに関しては、当社グループのリスク管理及びコンプライアンスを一体
として推進することにより、公正・透明かつ健全な経営を実現することを基本方針とする
「グループリスク管理・コンプライアンス規程」を制定し、同規程に基づき、当社グルー
プの重要なリスク及びコンプライアンスに関する重要方針・施策・体制等を審議・決定す
る組織として、当社の代表取締役社長を委員長とし、当社の常勤取締役及び当社グループ
子会社の代表取締役を委員とする「リスク管理・コンプライアンス委員会」を設置しま
す。また、リスク管理・コンプライアンス委員会の下にリスク管理・コンプライアンス運
営委員会を置き、同委員会の活動の実効性を確保します。当社グループの各部門長をリス
ク管理及びコンプライアンス推進責任者とし、各部門におけるリスク管理及びコンプライ
アンスを推進する体制を整備します。さらに、リスク管理及びコンプライアンスの主管部
署は、役職員に対し社内教育・研修・訓練等を実施します。
　当社グループの役職員の不正・法令違反行為等を未然に防止し、また、不正行為等の早
期発見と是正することにより当社グループの社会的信頼を確保するため「グループ内部通
報管理規程」を制定します。同規程に基づき、当社グループの役職員がコンプライアンス
に関し直接通報できる「通報窓口」を当社及び外部に設置し、当社グループの内部通報制
度を整備します。また、同規程では、「通報窓口」への通報者又は調査に協力した者に対
し、通報又は調査協力をしたことを理由として、会社が不利な取扱いを行うことを禁止す
るとともに、当社グループの役職員に対し内部通報制度を周知徹底します。
　財務報告の適正性を確保するために、金融商品取引法その他関係法令に従い、適正な会
計処理及び財務報告を確保する内部統制の整備及び評価に取組みます。当社及び評価の対
象となる当社グループ子会社の社内体制の整備並びに業務の文書化・評価・改善等は、関
係各部門が効率的且つ効果的に取組みます。また、財務状況に影響を及ぼす重要事項は、
取締役会の決議事項又は報告事項とし、財務報告に係る内部統制を適切に整備します。
　当社は、「グループ内部監査規程」を制定し、同規程に基づき、代表取締役社長直轄で
独立した組織の内部監査室が代表取締役社長の指揮命令により当社グループの内部監査を
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実施します。内部監査室は、当該監査結果を代表取締役社長に報告するとともに、改善が
必要と認めた事項については被監査部門の部門長に改善計画の策定を指示します。被監査
部門の部門長は、改善計画を策定し、内部監査室は改善状況についてフォローアップし改
善状況を代表取締役社長に報告します。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　当社は、「文書管理規程」を制定し、取締役会、経営会議、グループ経営会議等の重要
会議の議事録、稟議書及び契約書等の取締役の職務の執行に係る重要な文書等（電磁的媒
体等の記録含む）を法令及び重要性等に即し、適切に保存し管理します。当社の取締役及
び監査役から文書等の閲覧請求があった場合は、遅滞なく閲覧できる体制を整備します。
　情報システムを利用した情報資産に関する「グループ情報システム管理基本規程」を制
定し、経営情報等の情報資産を適切に管理します。また、「グループ情報セキュリティポ
リシー」を制定し、リスク管理・コンプライアンス委員会の一部として、情報セキュリテ
ィポリシーの遵守状況の確認、改善点の検討、並びに教育・啓発活動等を行う情報セキュ
リティ委員会を設置するなど、取締役の職務の執行に係る重要な情報資産の適切な管理体
制を整備します。

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　リスク管理に関しては、「グループリスク管理・コンプライアンス規程」を制定し、同
規程に基づき、当社グループの企業活動における重要なリスクを把握・評価し、リスク対
応策についてリスク管理・コンプライアンス委員会で判断するとともに、対応状況を継続
的にモニタリングし、事業の発展・拡大を継続的に推進する体制を整備します。
　当社グループの情報システムに関する企画、開発、運用、安全管理等の方針及び手続
き、また有効性及び効率性、準拠性、信頼性、可用性、機密性を確保することを目的とし
た「グループ情報システム管理基本規程」を制定し、さらに情報システムの安全性を確保
する「グループ情報セキュリティポリシー」を定め情報セキュリティの管理体制の整備を
徹底します。

④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　当社の取締役会は、原則として毎月１回定期に開催するほか、必要に応じ臨時に開催
し、当社グループの経営の基本方針及び業務執行に係る重要事項を決定し、当社の取締役
の業務執行を監督するとともに、月次の業績等の状況を報告することにより効率的な業務
執行を確保します。
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　当社は、取締役会の決定に基づく業務執行については、「取締役会規程」のほか「業務
分掌規程」又は「職務権限規程」にそれぞれの職務及び権限者を定めます。
　当社は、経営会議を原則として毎月１回定期に開催し、当社の業況並びに当社の取締役
会付議に関する事項等を審議することにより効率的な業務執行を遂行します。
　当社は、グループ経営会議を原則として毎月１回定期に開催し、当社グループ子会社の
代表取締役等より各会社の月次の業績等を報告し、事業計画の進捗状況の情報を共有する
ことにより効率的な業務執行を遂行します。
　当社の取締役会は、当社グループの取締役及び使用人が共有する当社グループ全体の目
標として事業計画及び中期経営計画を策定します。

⑤ 当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ．当社は「子会社管理規程」を制定し、当社グループ子会社と相互に密接な連携のもとに

経営を円滑に遂行するため、子会社の業務執行において当社の取締役会又は代表取締役
社長が承認する決議事項及び報告事項を定め、当社取締役会又は代表取締役社長が決
議、協議する体制を整備します。また、当社の取締役等を当社グループ子会社の取締役
又は監査役に選任し、当社グループ子会社における業務及び財産の状況を把握し、必要
に応じ改善等を指導します。

ロ．当社の監査役又は監査役会は、会計監査人及び内部監査室と連携し、当社グループの連
結経営に対応した調査・監査を行います。

ハ．「グループリスク管理・コンプライアンス規程」を当社グループ子会社にも適用し、同
規程に基づき、当社グループ子会社の代表取締役がリスク管理・コンプライアンス委員
会の委員となり、当社グループ子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款
に適合することを確保するための体制並びに子会社の損失の危険の管理に関する体制を
整備します。

⑥ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関す
る事項及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項並びに監査役の当該使用人に対
する指示の実効性の確保に関する事項の体制
　当社は、監査役の職務を補助すべき使用人を置いておりませんが、必要に応じて当該使
用人を置くこととし、当該使用人の人事及び変更については、監査役の同意を得るものと
します。
　監査役が監査の職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合に、監査役の職務を補
助する使用人に対する指揮命令権は監査役に帰属し、当該使用人は監査役の指揮命令を受
け、取締役その他の者から指揮命令を受けないものとします。
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⑦ 取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制
　常勤監査役は、経営会議、グループ経営会議、リスク管理・コンプライアンス委員会等
重要会議に出席し、取締役又は使用人から報告を受けるとともに、監査のための必要な情
報を取得します。
　当社グループ子会社の役職員は、当社の監査役から業務執行に関する事項について報告
を求められたときは、速やかに報告します。
　当社グループの役職員を適用範囲とする「グループ内部通報管理規程」を制定し、同規
程に基づき整備される当社グループの内部通報制度の担当部署は、当社グループに著しい
損害を与える情報を確認した際には、当社の監査役に報告します。さらに、当該担当部署
は、リスク管理・コンプライアンス委員会に、当社グループの内部通報の状況を報告する
とともに、監査役に報告します。

⑧ 監査役への報告に関する体制
イ．取締役及び使用人が監査役に報告するための体制

　常勤監査役は、経営会議、グループ経営会議、リスク管理・コンプライアンス委員会
等重要会議に出席し、取締役又は使用人から報告を受けるとともに、監査のための必要
な情報を取得します。

ロ．子会社の取締役、監査役、業務を執行する社員及び使用人又はこれらの者から報告を受
けた者が監査役に報告するための体制
　当社グループ子会社の役職員は、当社の監査役から業務執行に関する事項について報
告を求められたときは、速やかに報告します。また、当社グループの役職員を適用範囲
とする「グループ内部通報管理規程」を制定し、同規程に基づき整備される当社グルー
プの内部通報制度の担当部署は、当社グループに著しい損害を与える情報を確認した際
には、当社の監査役に状況を報告します。さらに、当該担当部署は、リスク管理・コン
プライアンス委員会に、当社グループの内部通報の状況を報告するとともに、監査役に
報告します。

⑨ 監査役への報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないこと
を確保するための体制
　当社は、監査役への報告を行った当社グループの役職員に対し、会社が当該報告をした
ことを理由として不利な取扱いを行うことを禁止するとともに、当社グループの役職員に
対し周知徹底します。
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⑩ 監査役の職務の執行について生ずる費用の前払い又は償還手続きその他費用又は債務の処
理に係る方針に関する事項
　当社は、監査役がその職務の執行について、当社に対し、会社法第388条に基づく費用
の前払い等の請求をしたときは、担当部署において審議の上、当該請求に係る費用又は債
務が当該監査役の職務の執行に必要でないと証明した場合を除き、速やかに当該費用又は
債務を処理します。

⑪ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
イ．代表取締役社長又は内部監査室は、常勤監査役と定期的又は必要に応じ意見交換を行い
ます。

ロ．会計監査人又は取締役もしくはその他の使用人から報告を受けた監査役は、これを監査
役会に報告します。

ハ．監査役会は、必要に応じて外部の専門家から監査に関して助言を受けることができるも
のとします。

ニ．監査役は、当社グループの業務の執行状況及び財務情報に係る重要書類（電磁的媒体等
の記録含む）を適時に閲覧できます。

⑫ 反社会的勢力排除に向けた体制
　当社は、社是である「正々堂々」に基づき、「グループ反社会的勢力対応規程」を制定
し、当社グループの社会的責任として毅然として対応し、反社会的勢力とは一切の関係を
遮断します。また、同規程により、平素より取引の際に調査し、また関係行政機関、法律
の専門家と連携し、反社会的勢力に対応する体制を整備します。
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⑵　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は以下のとおりであります。
　当社グループは、上記の業務の適正を確保するための体制について、内部統制システムの整
備及び運用状況について定期的に確認調査を実施しており、取締役会にその内容を報告してお
ります。また、確認調査の結果、判明した問題点につきましては、是正措置を行い、より適切
な内部統制システムの運用に努めております。なお、当事業年度に実施した当社グループにお
ける内部統制システムの主な運用状況は以下のとおりであります。

①　リスク管理、コンプライアンスに関する取組み
　当社は、当社の使用人に対し、その階層に応じて必要なコンプライアンスについて、社
内研修での教育及び会議体での説明を行い、法令及び定款を遵守するための取組みを継続
的に行っております。
　また、リスク管理・コンプライアンス委員会を開催し、当該委員会において、当社各部
門から報告されたリスクのレビューを実施して全社的な情報共有に努めたほか、当該リス
クの管理状況について報告いたしました。さらに、情報セキュリティテストの実施等によ
り、情報セキュリティに関する教育・啓発活動の強化に努めております。

②　企業グループにおける業務の適正の確保
イ．当社は「子会社管理規程」を制定し、当社グループ子会社と相互に密接な連携のもとに

経営を円滑に遂行するため、子会社の業務執行において当社の取締役会又は代表取締役
社長が承認する決議事項及び報告事項を定め、当社取締役会又は代表取締役社長が決
議、協議する体制を整備しております。また、当社の取締役等を当社グループ子会社の
取締役又は監査役に選任し、当社グループ子会社における業務及び財産の状況を把握
し、必要に応じ改善等を指導しております。

ロ．当社の監査役又は監査役会は、会計監査人及び内部監査室と連携し、当社グループの連
結経営に対応した調査・監査を行いました。

ハ．「グループリスク管理・コンプライアンス規程」を当社グループ子会社にも適用し、同
規程に基づき、当社グループ子会社の代表取締役がリスク管理・コンプライアンス委員
会の委員となり、当社グループ子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款
に適合することを確保するための体制並びに子会社の損失の危険の管理に関する体制を
整備しております。
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③　監査役の監査体制
イ．監査役会は、代表取締役社長と情報を共有するとともに意思の疎通を図るため、半期毎

に意見交換を行っております。また、実効的な監査に資するよう社外取締役と意思の疎
通及び情報交換等の連携を図るため、四半期毎に意見交換を行っております。

ロ．常勤監査役は、経営会議、グループ経営会議、リスク管理・コンプライアンス委員会等
の重要会議に出席し、また、業務執行取締役及び執行役員本部長からヒアリングを実施
する等により、内部統制システムの運用状況又は監査に必要な情報を取得し、監査役会
に報告しております。

ハ．監査役は、内部監査室と適宜協議又は意見交換を行うとともに、会計監査人を含め三様
監査を四半期毎に行い、連携して内部統制が有効に機能しているか検証を行っておりま
す。

４ 剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、利益配分につきましては、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題の一つと認識
し、将来の企業価値向上と競争力を極大化すること、また企業体質強化のための内部留保を勘案
しつつ、現在は業績に見合った利益還元を行うことを基本方針としております。
　剰余金の配当は年１回を基本的な方針としており、剰余金の配当等会社法第459条第１項各号
に定める事項については、法令に別段の定めのある場合を除き、株主総会の決議によらず取締役
会の決議によって定める旨を定款で定めております。なお、期末配当の基準日は毎年12月31
日、中間配当の基準日は毎年６月30日とし、このほか、基準日を定めて剰余金の配当をするこ
とができる旨を定款に定めております。
　このような方針の下、第6期の期末配当につきましては、2023年2月24日開催の取締役会に
おいて、以下のとおり剰余金の処分に関する決議をいたしました。
①　配当財産の種類
　　金銭といたします。
②　配当財産の割当に関する事項及びその総額
　　当社普通株式１株につき55円　総額325,941,055円
③　剰余金の配当が効力を生じる日
　　2023年３月７日
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連結貸借対照表（2022年12月31日現在） （単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（資　  産　  の　  部） （負　  債　  の　  部）
流 動 資 産 9,139,533 流 動 負 債 5,977,612
現 金 及 び 預 金 2,686,613 買 掛 金 3,580,705
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 3,394,606 1年内返済予定の長期借入金 427,630
商 品 及 び 製 品 1,097,253 リ ー ス 債 務 276,461
仕 掛 品 27,572 未 払 金 998,829
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 1,781,967 未 払 法 人 税 等 218,116
そ の 他 151,520 そ の 他 475,870

固 定 負 債 1,626,603
固 定 資 産 4,666,698 長 期 借 入 金 501,975

有 形 固 定 資 産 4,035,042 リ ー ス 債 務 564,236
建 物 及 び 構 築 物 2,157,166 長 期 未 払 金 322,221
機 械 装 置 及 び 運 搬 具 459,083 繰 延 税 金 負 債 59,421
土 地 553,360 資 産 除 去 債 務 173,464
リ ー ス 資 産 751,850 そ の 他 5,285
建 設 仮 勘 定 7,429 負 債 合 計 7,604,216
そ の 他 106,151

（ 純 　 資 　 産 　 の 　 部 ）
無 形 固 定 資 産 360,193 株 主 資 本 6,172,189
の れ ん 31,789 資 本 金 1,048,375
ソ フ ト ウ ェ ア 286,820 資 本 剰 余 金 948,375
そ の 他 41,583 利 益 剰 余 金 4,175,764

自 己 株 式 △327
投 資 そ の 他 の 資 産 271,463 その他の包括利益累計額 29,657
投 資 有 価 証 券 30,541 その他有価証券評価差額金 6,401
敷 金 及 び 保 証 金 135,595 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △1,044
繰 延 税 金 資 産 28,289 為 替 換 算 調 整 勘 定 24,300
そ の 他 77,036 新 株 予 約 権 169

純 資 産 合 計 6,202,016
資 産 合 計 13,806,232 負 債 純 資 産 合 計 13,806,232
（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結損益計算書（2022年１月１日から2022年12月31日まで） （単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 27,567,592
売 上 原 価 20,178,845
売 上 総 利 益 7,388,746
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 5,900,337
営 業 利 益 1,488,408
営 業 外 収 益
受 取 利 息 及 び 配 当 金 9,730
物 品 売 却 益 13,118
受 取 賃 料 10,080
受 取 補 償 金 12,489
原 子 力 立 地 給 付 金 10,579
助 成 金 収 入 4,810
そ の 他 19,106 79,915

営 業 外 費 用
支 払 利 息 24,180
支 払 手 数 料 995
持 分 法 に よ る 投 資 損 失 14,648
そ の 他 381 40,206

経 常 利 益 1,528,117
特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 2,534
受 取 保 険 金 79,976 82,511

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 664
リ ー ス 解 約 損 3,114
災 害 に よ る 損 失 17,860
減 損 損 失 129 21,769

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 1,588,859
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 521,610
法 人 税 等 調 整 額 61,088 582,699

当 期 純 利 益 1,006,160
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 1,006,160

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表（2022年12月31日現在） （単位：千円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（資　  産　  の　  部） （負　  債　  の　  部）
流 動 資 産 6,467,732 流 動 負 債 2,867,513
現 金 及 び 預 金 1,680,872 買 掛 金 1,673,497
売 掛 金 1,330,551 関 係 会 社 短 期 借 入 金 500,000
商 品 及 び 製 品 914,599 1年内返済予定の長期借入金 384,766
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 1,542,308 リ ー ス 債 務 3,021
前 払 費 用 36,615 未 払 金 172,572
関 係 会 社 短 期 貸 付 金 650,000 未 払 費 用 28,809
1年内回収予定の関係会社
長 期 貸 付 金 254,748 未 払 法 人 税 等 31,041
そ の 他 58,037 預 り 金 31,837

固 定 資 産 2,068,814 そ の 他 41,968
有 形 固 定 資 産 962,861 固 定 負 債 522,970
建 物 405,531 長 期 借 入 金 487,735
構 築 物 41,940 リ ー ス 債 務 2,769
機 械 及 び 装 置 29,877 長 期 未 払 金 26,439
車 両 運 搬 具 28,259 資 産 除 去 債 務 6,026
工 具 、 器 具 及 び 備 品 37,295 負 債 合 計 3,390,483
土 地 407,555 （ 純 　 資 　 産 　 の 　 部 ）
リ ー ス 資 産 4,972 株 主 資 本 5,140,536
建 設 仮 勘 定 7,429 資 本 金 1,048,375

無 形 固 定 資 産 323,758 資 本 剰 余 金 1,812,301
商 標 権 7,558 資 本 準 備 金 957,147
ソ フ ト ウ ェ ア 285,895 そ の 他 資 本 剰 余 金 855,153
施 設 利 用 権 3,003 利 益 剰 余 金 2,280,186
そ の 他 27,300 利 益 準 備 金 20,227

投 資 そ の 他 の 資 産 782,194 そ の 他 利 益 剰 余 金 2,259,958
投 資 有 価 証 券 30,203 繰 越 利 益 剰 余 金 2,259,958
関 係 会 社 株 式 493,671 自 己 株 式 △327
出 資 金 10 評 価 ・ 換 算 差 額 等 5,357
関 係 会 社 長 期 貸 付 金 155,956 その他有価証券評価差額金 6,401
長 期 前 払 費 用 12,770 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △1,044
繰 延 税 金 資 産 7,829 新 株 予 約 権 169
そ の 他 81,753 純 資 産 合 計 5,146,062

資 産 合 計 8,536,546 負 債 及 び 純 資 産 合 計 8,536,546
（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書（2022年１月１日から2022年12月31日まで） （単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 10,941,334
売 上 原 価 7,357,408
売 上 総 利 益 3,583,925
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 2,234,862
営 業 利 益 1,349,062
営 業 外 収 益
受 取 利 息 25,128
受 取 配 当 金 522
物 品 売 却 益 3,817
受 取 補 償 金 10,598
そ の 他 7,385 47,453

営 業 外 費 用
支 払 利 息 12,824
支 払 手 数 料 995
そ の 他 86 13,906

経 常 利 益 1,382,610
特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 328
災 害 に よ る 損 失 1,583 1,912

税 引 前 当 期 純 利 益 1,380,697
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 183,761
法 人 税 等 調 整 額 △1,998 181,763

当 期 純 利 益 1,198,934

（注）金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 中 川  隆 之
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 三 木  崇 央

独立監査人の監査報告書
2023年２月17日

株式会社ＳＴＩフードホールディングス
取締役会　御中

仰星監査法人
東京事務所

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社ＳＴＩフードホールディングス

の2022年１月１日から2022年12月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸
借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠して、株式会社ＳＴＩフードホールディングス及び連結子会社からなる企業集団の当該
連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記
載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会
社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人
は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容

を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロ
セスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当
監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程にお
いて、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相
違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤
りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に
は、その事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に係る会計監査報告
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連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計

算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。

連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成する
ことが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を
監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬

による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立
場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生す
る可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理
的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスク

に対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さら
に、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監
査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上
の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入
手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関し
て重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が
認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重
要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外
事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監
査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可
能性がある。

－ 46 －



・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及
び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価
する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分か
つ適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関
して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程

で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められてい
るその他の事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規
定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要
因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載

すべき利害関係はない。

以　　上
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指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 中 川  隆 之
指 定 社 員
業務執行社員 公認会計士 三 木  崇 央

独立監査人の監査報告書
2023年２月17日

株式会社ＳＴＩフードホールディングス
取締役会　御中

仰星監査法人
東京事務所

　監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ＳＴＩフードホールディ

ングスの2022年１月１日から2022年12月31日までの第６期事業年度の計算書類、すなわち、貸
借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算
書類等」という。）について監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正
に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ

た。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載
されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立してお
り、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎
となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容

を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロ
セスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監
査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程におい
て、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違が
あるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの
兆候があるかどうか注意を払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合に
は、その事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類に係る会計監査報告
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計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書

類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計
算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること
が含まれる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成すること
が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基
づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を
監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬に

よる重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場
から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可
能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見
込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスク

に対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さら
に、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、
監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に
関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上
の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手
した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して
重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認
められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な
不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意
見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に
基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ
る。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基
準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内
容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程

で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められてい
るその他の事項について報告を行う。
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監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定
を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因
を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。

以　　上
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監　査　報　告　書
　当監査役会は、2022年１月１日から2022年12月31日までの第６期事業年度の取締役の職務の執
行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の一致した意見とし
て本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につ

いて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受
け、必要に応じて説明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従
い、取締役、内部監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の
整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。

①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について
報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社等において業務及
び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等
と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するた
めの体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必
要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締
役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、
監査役会が定めた内部統制システムに係る監査役監査の実施基準に準拠し、取締役及び使用
人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、
意見を表明いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証する
とともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求
めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体
制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17
年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明
を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照
表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類
（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討い
たしました。

２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているもの
と認めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認め
られません。

監査役会の監査報告

－ 51 －



常 勤 監 査 役 小 川 　 隆 (署名)

監 査 役 塚 本 幸 一 (署名)

社 外 監 査 役 河 野 淳 二 (署名)

社 外 監 査 役 渡 邉 定 義 (署名)

③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統
制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事
項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
　 　会計監査人仰星監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
（3）連結計算書類の監査結果
　 　会計監査人仰星監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年２月21日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社ＳＴＩフードホールディングス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監　査　役　会

以　上
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最寄駅　　　ＪＲ東京駅日本橋口直結　八重洲北口改札徒歩２分
　　　　　　東京メトロ東西線大手町駅B7出口直結

駐車場のご用意はいたしておりませんので、あらかじめご了承くださいますようお願い申しあげます。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図

会場：東京都千代田区丸の内一丁目７番12号
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